
隣接する中学校の校内研究主任と連携を取り、小学校と中学校の校内研究会を自由に参観し合えるよう
にしました。９年間を見通して児童生徒の学びの姿を見取れるように、それぞれの校内研究が目指すゴー
ルも共有しました。

目指す姿の共有 ９年間を見通した校内研究

目の前の児童にどのような力を付けていくべきなのか、そのためにどのような授業改善が必要なのか、
ＰＤＣＡサイクルの視点をもつことができました。互いに授業を参観し合うことで、授業づくりについ
て学びがありました。さらに、授業改善にとって、まず児童の実態を把握をすることが大事であること
が実感できました。 (Ｅ小学校 校内研究主任)

小学校の授業を参観する中学校の教員

児童が主体的に取り組み、いろいろな気付きを

しているのが印象的でした。めあてから児童が考
え、目的意識をもって取り組んでいました。きめ
細かな机間指導や授業支援アプリの活用など、中
学校での授業に生かしていきたいと思います。

小中連携の成果を校内研究通信でお知らせ
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